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編
集
後
記

　今
度
の
選
挙
、
無
投
票
当
選
と

な
っ
た
。
候
補
者
が
信
任
さ
れ
た

と
い
う
考
え
方
が
あ
る
が
、
そ
う

と
み
な
す
に
は
無
理
が
あ
る
。
候

補
者
の
情
報
が
拡
散
す
る
世
の
中
、

信
任
か
否
か
明
示
さ
れ
る
こ
と
が

不
可
欠
で
は
な
い
の
か
。
町
を
ど

う
維
持
し
て
い
く
か
を
決
め
る
の

は
住
民
だ
が
、
そ
の
代
表
の
議
員

の
な
り
手
が
い
な
い
の
で
は
町
の

展
望
は
開
け
な
い
と
落
胆
す
る
。

　何
は
と
も
あ
れ
、
分
か
り
や
す

い
議
会
広
報
紙
を
目
指
し
、
編
集

作
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

町
政
や
議
会
を
身
近
に
感
じ
、
議

会
活
動
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

（
記

　山
本

　優
人
）
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６月
定例会

夏本番に向け、海岸クリーンアップ
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町の産業を担う

　　若手経営者たち

新
企
画 第１回第１回

株
式
会
社
ノ
ル
テ
カ
ル
タ

　
　
代
表
取
締
役
　
岡
本
　
大
介 

さ
ん

　
八
森
地
区
古
屋
敷
に
あ

る
、
町
内
や
県
産
食
材
を

使
用
し
た
オ
イ
ル
漬
け
に

特
化
し
た
商
品
を
作
っ
て

い
る
、
２
０
１
８
年
起
業

の
オ
イ
ル
漬
け
専
門
店

「
株
式
会
社
ノ
ル
テ
カ
ル

タ
」
の
岡
本
大
介
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
社
名
の
ノ
ル
テ
カ
ル
タ
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
北
の
手

紙
」
「
北
の
メ
ニ
ュ
ー
」
を
意
味
し
、
秋
田
県
を
通
る
北

緯
40
度
線
と
同
じ
緯
度
に
ス
ペ
イ
ン
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

北
の
地
域
か
ら
お
い
し
い
商
品
を
皆
様
の
食
卓
に
お
届
け

し
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
名
付
け
た
そ
う
で
す
。

　
今
や
県
内
の
道
の
駅
始
め
、
県
外
の
大
手
百
貨
店
等
で

も
目
に
す
る
ノ
ル
テ
カ
ル
タ
の
オ
イ
ル
漬
け
。
現
在
に
至

る
ま
で
の
経
緯
と
今
後
の
展
望
を
紹
介
し
ま
す
。

　
会
社
立
ち
上
げ
当
初
、
前
の
会
社
の
人
脈
や
、
繋
が
り

を
活
用
で
き
る
と
思
っ
た
が
、
そ
ん
な
に
甘
く
な
く
、
一

か
ら
取
引
先
等
を
開
拓
し
て
い
く
こ
と
や
、
会
社
の
信
用

も
あ
ま
り
な
い
中
、
ど
の
よ
う
に
事
業
を
展
開
し
て
い
け

ば
い
い
か
が
特
に
大
変
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
中
、
八
峰
町
内
の
シ
イ
タ
ケ
農
家
と
知
り
合
い
、

「
シ
イ
タ
ケ
は
毎
日
出
荷
し
て
る
よ
」
と
、
あ
り
が
た
い

助
言
を
も
ら
い
、
必
要
な
分
だ
け
仕
入
れ
て
オ
イ
ル
漬
け

を
製
造
で
き
る
ル
ー
ト
が
確
保
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
中
央
の
市
場
で
シ
イ
タ
ケ
は
人
気
と
い
う
も

の
の
、
バ
イ
ヤ
ー
さ
ん
に
は
「
秋
田
県
の
オ
イ
ル
漬
け
商

品
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
な
く
、
な
か
な
か
商
品
を
認
知

し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
最
大
の
転
機

が
訪
れ
ま
す
。
著
名
な
バ
イ
ヤ
ー
が
審
査
員
と
な
り
、
受

賞
に
よ
る
付
加
価
値
向
上
や
、
流
通
業
者
と
の
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
の
提
供
を
目
的
に
開
催
さ
れ
る
、

「
バ
イ
ヤ
ー
ズ
ル
ー
ム
２
０
２
１
」
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、

経
済
産
業
大
臣
賞
と
審
査
員
特
別
賞
の
ダ
ブ
ル
受
賞
と
い

う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
雑
誌
や
テ
レ
ビ
で
も
商
品
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
現
在
で
は
製
造
が
追
い
つ
か
な
い
時
期
が
あ
る
程
の

人
気
商
品
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
自

社
で
の
製
造
量
の
拡
大
や
、
味
は
も
ち
ろ
ん
、
食
べ
た
い

シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
選
ん
で
貰
え
る
よ
う
な
お
客
様
の

シ
ー
ン
に
合
わ
せ
た
商
品
。
か
つ
、
裏
を
見
る
と
、
し
っ
か

り
地
域
に
根
付
い
た
も
の
が
入
っ
て
い
る
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
で
新
商
品
の
販
売
を
町
内
か
ら
展
開
し
て
い
き
た
い

と
熱
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。
今
後
の
新
商
品
に
期
待
で
す
。

　
最
後
に
議
会
に
対
し
て
は
、

「
産
業
振
興
と
し
て
何
か
事

業
を
進
め
て
い
く
と
、
雇
用

が
生
ま
れ
て
く
る
と
思
う
の

で
、
移
住
や
そ
れ
に
応
じ
た

職
・
住
居
の
情
報
提
供
な
ど

に
今
以
上
に
力
を
入
れ
て
い

た
だ
き
た
い
。
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
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定例会

夏本番に向け、海岸クリーンアップ
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起こす
　継ぐ
起こす
　継ぐ

町の産業を担う

　　若手経営者たち

新
企
画 第１回第１回

らえませんでした。そんな中、最大の転機が訪れま
す。著名なバイヤーが審査員となり、受賞による付
加価値向上や、流通業者とのビジネスマッチングの
機会の提供を目的に開催される、「バイヤーズルー
ム2020」に応募したところ、経済産業大臣賞と審
査員特別賞のダブル受賞という快挙を成し遂げまし
た。
　その後は、雑誌やテレビでも商品が取り上げられ、
現在では製造が追いつかない時期がある程の人気商
品となりました。今後の展望としては、自社での製
造量の拡大や、味はもちろん、食べたいシチュエー
ションで選んで貰えるようなお客様のシーンに合わ
せた商品。かつ、裏を見ると、しっかり地域に根付
いたものが入っているというコンセプトで新商品の
販売を町内から展開していきたいと熱く語っていま
した。今後の新商品に期待です。
　最後に議会に対しては、「産業振興として何か事
業を進めていくと、雇用が生まれてくると思うので、
移住やそれに応じた
職・住居の情報提供
などに今以上に力を
入れていただきた
い。」と話してくれ
ました。

取材：伊藤一八

株式会社ノルテカルタ
　　代表取締役　岡本　大介 さん

　八森地区古屋敷にある、
町内や県産食材を使用し
たオイル漬けに特化した
商品を作っている、2018
年起業のオイル漬け専門
店「株式会社ノルテカル
タ」の岡本大介さんにお
話を伺いました。

　社名のノルテカルタは、スペイン語で「北の手
紙」「北のメニュー」を意味し、秋田県を通る北緯
40度線と同じ緯度にスペインがあることから、北
の地域からおいしい商品を皆様の食卓にお届けした
いという思いを込めて名付けたそうです。
　今や県内の道の駅始め、県外の大手百貨店等でも
目にするノルテカルタのオイル漬け。現在に至るま
での経緯と今後の展望を紹介します。
　会社立ち上げ当初、前の会社の人脈や、繋がりを
活用できると思ったが、そんなに甘くなく、一から
取引先等を開拓していくことや、会社の信用もあま
りない中、どのように事業を展開していけばいいか
が特に大変だったそうです。
　そんな中、八峰町内のシイタケ農家と知り合い、
「シイタケは毎日出荷してるよ」と、ありがたい助
言をもらい、必要な分だけ仕入れてオイル漬けを製
造できるルートが確保できました。
　しかし、中央の市場でシイタケは人気というもの
の、バイヤーさんには「秋田県のオイル漬け商品」
というイメージがなく、なかなか商品を認知しても

連絡先
〒018‒2664　
秋田県山本郡八峰町八森字古屋敷18
ＴＥＬ　０１８５‒５７‒３４４４
ＦＡＸ　０５０‒３２０１‒４４２７
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我
が
町
八
峰
町
の
た
め

それぞれの立場から活発な議論　建設的で開かれた議会へ

新
人
１
人
、現
職
11
人
当
選

議会議員選挙

▲議長に

　皆川鉄也議員

▼副議長に

　山本優人議員
　

任
期
満
了
に
伴
う
町
議
選
は
、
定
数
12
名
に
対
し
、
新
人
１
名
、
現
職
11
名
の
計
12
名
が
立
候
補

し
、
無
投
票
に
よ
り
当
選
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

４
月
28
日
に
初
議
会
が
行
わ
れ
、
議
長
に
皆
川
鉄
也
議
員
、
副
議
長
に
山
本
優
人
議
員
を
選
出
し
、

町
長
提
案
の
議
会
選
出
監
査
委
員
に
門
脇
直
樹
議
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
の
各
委
員
を
選
任
し
、
正
副
委
員
長
の
互
選
を
行
い
ま

し
た
。

　
先
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
不
肖
私
、
議
員
各
位
の

ご
推
挙
を
い
た
だ
き
議
長
の
要
職
に
就
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
衷
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
同
時
に
、
そ
の
重
責
を
痛
感

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
議
会
は
合
併
以
来
、
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守

り
、
福
祉
向
上
の
た
め
鋭
意
努
力
を
重
ね
て
参
り
ま

し
た
が
、
時
代
の
流
れ
と
共
に
多
様
化
す
る
住
民
要

請
に
応
え
る
に
は
、
今
後
更
な
る
努
力
を
要
す
る
も

の
と
考
え
ま
す
。
町
当
局
と
町
政
発
展
の
立
場
に
立

っ
て
正
し
く
相
携
え
、
全
町
民
の
負
託
に
応
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
改
選
さ
れ
た
12
名
の
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
活
発
な
議
論
を
交
わ
す
、
建
設
的
で
開
か
れ
た
議

会
運
営
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
特
段

の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。 議

　
長

皆
　
川
　
鉄
　
也
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●
議
会
選
出
監
査
委
員

　
　
　
　
　
　

門
脇　

直
樹

新たな人事
決まる

後列左から
　佐々木議会事務局長、川尻教育長、奈良聡子、腰山良悦、須藤正人、見上政子、伊藤一八、
　日沼副町長、須藤議会事務局係長
前列左から
　芦崎達美、笠原吉範、菊地薫、森田町長、皆川鉄也、山本優人、水木壽保、門脇直樹
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トスダ
定例会定例会
イジェ

　

６
月
定
例
会
は
６
月
15

日
（
水
）
か
ら
17
日
（
金
）

ま
で
の
３
日
間
の
日
程
で

開
催
し
、
条
例
制
定
、
一

般
会
計
及
び
特
別
会
計
の

補
正
予
算
等
の
議
案
９
件

が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
発
議
１
件
、

請
願
１
件
を
審
議
し
ま
し

た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
３
人

が
登
壇
し
、
町
政
を
質
し

ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
予
算
の
主
な
内
容

●
旧
岩
子
小
学
校
体
育
館
補
修
工
事
１
９
０
０
万
円

▼
雨
漏
り
に
よ
る
壁
や
床
の
修
繕

●
巡
回
バ
ス
待
合
室
設
置
補
助
金
４
２
０
万
円

▼
10
月
か
ら
の
本
格
運
用
に
向
け
、
風
の
強
い
海
岸

線
等
に
設
置

●
岩
館
地
区
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
実
施
設
計

監
理
業
務
委
託
料
５
１
６
万
９
千
円

▼
建
物
本
体
の
設
計
監
理
委
託
料

●
塙
及
び
大
信
田
地
区
多
目
的
集
会
施
設
水
洗
化
工
事

費
１
０
３
０
万
３
千
円

▼
下
水
道
接
続
に
伴
う
水
洗
化
工
事
費

●
小
入
川
岩
館
地
区
の
地
デ
ジ
設
備
更
新
工
事
請
負
費

５
６
６
万
５
千
円

▼
設
備
の
一
部
老
朽
化
に
伴
う
更
新

●
地
域
生
活
支
援
拠
点
整
備
事
業
関
連
予
算
１
１
０
４

万
円

▼
障
が
い
者
等
の
重
度
化
・
高
齢
化
や
、
親
亡
き
後

に
備
え
る
支
援
拠
点
の
運
営
業
務
委
託
料
等

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
関
連
経
費
５
１
５
万
９
千
円

▼
農
業
推
進
担
当
と
し
て
２
名
内
定

●
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
補
助
金
２
２
５
万
円

▼
次
世
代
を
担
う
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
に
１
組
追

加

●
県
産
米
品
質
向
上
支
援
事
業
補
助
金
５
０
４
万
３
千

円▼
品
質
向
上
に
必
要
な
機
器
と
し
て
光
選
別
機
、
穀

粒
判
別
機
の
導
入
補
助

●
観
光
市
漁
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
市
場
の
エ
ア
コ
ン
更
新

２
２
６
５
万
円

▼
塩
害
に
よ
る
腐
食
等
で
機
器
を
更
新

●
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
補
助
金
２
２
５
０

万
円

▼
プ
レ
ミ
ア
ム
率
30
％
、
発
行
冊
数
７
０
０
０
セ
ッ
ト

●
町
内
宿
泊
助
成
事
業
費
３
２
９
９
万
９
千
円

▼
昨
年
度
か
ら
継
続
の
町
内
宿
泊
施
設
の
宿
泊
費
を

一
部
助
成
す
る
、
町
独
自
の
支
援
事
業

●
御
所
の
台
エ
リ
ア
再
構
築
構
想
策
定
業
務
委
託
料
１

０
０
０
万
円

▼
道
の
駅
の
移
転
、
ハ
タ
ハ
タ
館
や
あ
き
た
白
神
体

験
セ
ン
タ
ー
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
ふ
れ
あ
い

パ
ー
ク
を
有
効
活
用
し
、
町
全
体
の
活
性
化
に
繋

げ
る
た
め
、
エ
リ
ア
全
体
を
再
構
築
す
る
構
想
を

策
定

●
道
路
維
持
費
２
２
７
０
万
円

▼
町
道
椿
漁
港
線
防
雪
柵
設
置
工
事
、
町
道
滝
の
間

繋
線
法
面
保
護
工
事
、
町
道
本
館
町
２
号
線
路
肩

保
護
工
事

●
河
川
工
事
請
負
費
３
６
４
５
万
円

▼
小
入
川
、
小
釜
沢
川
の
浚
渫
補
修
工
事
等

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

６月

改選後初の議会定例会

議
会
か
ら
町
へ
（
質
疑
）

質
問　

御
所
の
台
球
場
の
今
後
の
整
備
方
針
は
。
町
内

に
は
峰
浜
球
場
も
あ
る
。
キ
ャ
ン
プ
場
に
す
る
等
の
考

え
は
。

答
弁　

球
場
と
し
て
の
必
要
性
を
協
議
し
、
御
所
の
台

エ
リ
ア
再
構
築
構
想
と
共
に
方
針
を
探
る
。

質
問　

御
所
の
台
エ
リ
ア
再
構
築
構
想
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
に
ハ
タ
ハ
タ
館
の
運
営
も
含

ま
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

ハ
タ
ハ
タ
館
の
運
営
は
ハ
タ
ハ
タ
の
里
観
光
事

業
株
式
会
社
が
行
っ
て
お
り
、
外
部
に
運
営
委
託
の
予

定
は
無
い
。
御
所
の
台
エ
リ
ア
全
体
で
考
え
た
他
施
設

と
の
連
携
等
の
意
見
・
提
案
は
期
待
し
て
い
る
。

質
問　

巡
回
バ
ス
の
本
格
運
行
に
と
も
な
う
有
料
化
に

つ
い
て
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
と
、
そ
の
料
金
設
定

は
。

答
弁　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
八
峰
町
公
共
交
通
会
議

に
お
け
る
住
民
代
表
か
ら
、
あ
る
程
度
は
有
料
化
す
べ

き
と
い
う
意
見
を
も
ら
っ
て
い
る
。

　

１
０
０
円
程
度
で
検
討
中
。

そ
の
他
特
別
会
計
等
補
正
予
算

●
令
和
４
年
度
八
峰
町
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

１
１
０
万
５
千
円
を
追
加
補
正

主
な
歳
出…

制
度
改
正
に
伴
う
税
シ
ス
テ
ム
改
修
費

●
令
和
４
年
度
八
峰
町
営
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

２
６
万
３
千
円
を
追
加
補
正

主
な
歳
出…

人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費

●
令
和
４
年
度
八
峰
町
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

１
１
４
万
７
千
円
を
減
額
補
正

主
な
歳
出…

人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費

●
令
和
４
年
度
八
峰
町
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

６
９
万
１
千
円
を
追
加
補
正

主
な
歳
出…

人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費

一
般
議
案

●
八
峰
町
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

▼
「
湯
っ
こ
ラ
ン
ド
」
の
廃
止
に
よ
る

議
会
か
ら
町
へ
（
質
疑
）

質
問　

新
し
い
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
建

設
す
る
予
定
は
。

答
弁　

利
用
者
数
が
減
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
新
た
に

作
る
こ
と
は
難
し
い
。
町
内
に
２
つ
あ
る
温
泉
施
設
を

利
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

●
八
峰
町
サ
ケ
ふ
化
場
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

▼
八
峰
町
サ
ケ
ふ
化
場
を
廃
止
除
却
す
る
た
め

議
会
か
ら
町
へ
（
質
疑
）

質
問　

関
連
し
て
、
岩
館
漁
港
の
サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業

に
お
け
る
稚
魚
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

答
弁　

稚
魚
を
町
で
ふ
化
・
養
育
す
る
の
は
技
術
的
に

困
難
だ
が
、
町
と
漁
協
と
日
本
サ
ー
モ
ン
フ
ァ
ー
ム
で
、

こ
の
内
容
を
含
め
事
業
協
定
で
き
る
よ
う
進
め
た
い
。

●
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
及
び
字
の
区
域
の
変
更

に
つ
い
て

▼
岩
館
第
２
漁
港
の
埋
め
立
て
に
よ
り
新
た
に
土
地

が
生
じ
た
た
め

●
三
種
・
八
峰
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
規
約
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

▼
普
通
交
付
税
の
算
定
に
用
い
る
児
童
手
当
の
算
入

方
法
変
更

（
す
べ
て
全
員
賛
成
で
可
決
）

　
発
　
議

●
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
見
直
し
に
関
す
る

意
見
書
提
出
に
つ
い
て

（
提
出
者　

八
峰
町
議
会
議
員
）

▼
主
食
用
米
の
転
作
助
成
の
柱
で
あ
る
水
田
活
用
の

直
接
支
払
交
付
金
に
つ
い
て
、
今
後
５
年
間
で
一

度
も
水
張
り
が
行
わ
れ
な
い
農
地
を
交
付
対
象
か

ら
外
す
と
い
う
政
府
の
見
直
し
方
針
に
対
し
、
意

見
書
を
提
出
す
る
も
の

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務

大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
に
意
見
書
を
提
出

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　
請
　
願

●
「
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
」
の
見
直
し
に
つ

い
て
の
請
願

（
提
出
者　

農
民
運
動
秋
田
県
連
合
会
、
紹
介
議
員　

見
上
政
子
）

（
全
員
賛
成
で
採
択
）
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町政を質す！！
ただ

３

学
校
施
設

の
火
気
使

用
は
教
職
員
が
管
理
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
教

職
員
不
在
時
の
火
気
や
出

火
原
因
と
な
る
危
険
物
等

の
持
ち
込
み
や
使
用
な
ど

行
わ
な
い
よ
う
お
願
い
し

て
い
る
。
ス
ポ
少
役
員
会

一
般
質
問
と
は
？

　
一
般
質
問
は
、
議
員
個

人
が
町
の
事
務
の
執
行
状

況
や
将
来
に
対
す
る
考
え

方
な
ど
の
報
告
や
説
明
を

町
長
な
ど
に
求
め
、
町
政

執
行
に
お
け
る
所
見
や
疑

義
に
つ
い
て
質
問
で
き
る

も
の
で
す
。

　
本
町
で
は
、
効
率
的
な

議
会
運
営
の
た
め
質
問
す

る
議
員
が
あ
ら
か
じ
め
議

長
に
質
問
の
趣
旨
な
ど
を

知
ら
せ
る
「
通
告
制
」
と

し
、
議
員
は
そ
の
内
容
に

添
っ
て
質
問
し
ま
す
。

　
質
問
時
間
は
１
人
に
つ

き
質
問
答
弁
を
含
め
55
分

以
内
で
完
了
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
再
質
問
か

ら
は
、
一
問
一
答
方
式
が

採
用
さ
れ
て
お
り
、
時
間

内
で
あ
れ
ば
何
度
で
も
再

質
問
が
で
き
ま
す
。

町政を質す！！
ただ

３人の議員が一般質問

ここが聞
きたい

一般質問では３名の議員が町政について質問しました。

ｐ７　笠原　吉範　議員
１　「ウィズコロナ」の対応について

２　「スポ少」体育館使用時の暖房につい
　て

ｐ８　山本　優人　議員
１　ハタハタ館指定管理について

体育館で運動する小学生

町
長
は
各
種

会
合
等
の
挨

拶
に
お
い
て
、
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
に
舵
を
切
る
必
要
性

を
訴
え
て
い
る
。

　
警
戒
レ
ベ
ル
を
２
か
ら

１
に
引
き
下
げ
た
県
の
方

針
に
倣
い
、
能
代
市
で
は

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た

会
食
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

な
ど
、
コ
ロ
ナ
注
意
喚
起

内
容
の
緩
和
を
決
定
し
た
。

　
し
か
し
、
八
峰
町
で
は

具
体
的
な
方
針
が
示
さ
れ

な
い
た
め
、
各
種
会
合
後

の
会
食
も
自
粛
さ
れ
、
町

民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
不
足
や
経
済
活
動

に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。

　
能
代
市
の
よ
う
に
、
町

民
に
対
し
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ笠原　吉範　議員

笠
原 ウ

ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の

　
　
　
　
　
　方
針
示
せ

町
長
　来
月
の
広
報
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　示し
た
い

ス
ポ
少
の
冬

期
間
の
練
習

時
に
、
冬
に
も
拘
ら
ず
暖

房
が
使
用
で
き
な
い
と
の

訴
え
が
あ
っ
た
。
保
護
者

会
か
ら
の
要
望
に
答
え
ら

れ
な
い
こ
れ
ま
で
の
経
緯

は
。
ま
た
今
冬
か
ら
暖
房

使
用
を
許
可
す
る
考
え
は
。

笠
原

「
ス
ポ
少
」
体
育
館
に

　
　
　
　
　
　
　暖
房
を

教
育
長
　管
理
者
不
在
で
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　　難
し
い

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
・
換
気
・
長
時
間
の
飲

食
回
避
な
ど
に
加
え
、
多

人
数
の
場
合
で
も
５
か
ら

６
人
に
分
け
る
な
ど
の
工

夫
が
必
要
だ
。

　
町
と
し
て
は
、
国
や
県

と
同
じ
く
経
済
活
動
を
再

開
さ
せ
る
時
期
に
あ
る
と

思
う
が
、
最
終
的
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
関
係
者
が
判
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
旨
を
来
月
の
広
報
に

載
せ
た
い
。

等
で
説
明
し
て
お
り
、
理

解
が
得
ら
れ
て
い
る
と
思

っ
て
い
る
。

　
基
本
的
に
冬
期
間
の
集

会
や
卒
業
式
だ
け
で
使
用

し
て
お
り
、
普
段
の
体
育

の
授
業
で
は
使
用
し
て
い

な
い
。

保
護
者
会
か

ら
話
し
合
い

の
要
望
が
あ
れ
ば
、
応
ず

る
考
え
は
。

要
望
が
あ

れ
ば
、
話

し
合
い
を
す
る
機
会
を
設

け
た
い
。

の
具
体
的
な
方
針
を
示
す

考
え
は
。

感
染
防
止
対

策
や
ワ
ク
チ

ン
接
種
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
が
進

化
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
不
特
定
多
数
で
は
な

く
顔
の
見
え
る
方
々
の
集

ま
り
で
あ
れ
ば
、
動
き
出

す
時
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

　
会
食
に
つ
い
て
は
、
手

指
消
毒
・
マ
ス
ク
会
食
・

町
長

笠
原

ｐ９　見上　政子　議員
１　学校給食の無償化について

２　利便性のよい巡回バスと介護タクシー
　について

３　町民に愛されるハタハタ館

教
育
長

教
育
長
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町政を質す！！
ただ

３

学
校
施
設

の
火
気
使

用
は
教
職
員
が
管
理
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
教

職
員
不
在
時
の
火
気
や
出

火
原
因
と
な
る
危
険
物
等

の
持
ち
込
み
や
使
用
な
ど

行
わ
な
い
よ
う
お
願
い
し

て
い
る
。
ス
ポ
少
役
員
会

一
般
質
問
と
は
？

　
一
般
質
問
は
、
議
員
個

人
が
町
の
事
務
の
執
行
状

況
や
将
来
に
対
す
る
考
え

方
な
ど
の
報
告
や
説
明
を

町
長
な
ど
に
求
め
、
町
政

執
行
に
お
け
る
所
見
や
疑

義
に
つ
い
て
質
問
で
き
る

も
の
で
す
。

　
本
町
で
は
、
効
率
的
な

議
会
運
営
の
た
め
質
問
す

る
議
員
が
あ
ら
か
じ
め
議

長
に
質
問
の
趣
旨
な
ど
を

知
ら
せ
る
「
通
告
制
」
と

し
、
議
員
は
そ
の
内
容
に

添
っ
て
質
問
し
ま
す
。

　
質
問
時
間
は
１
人
に
つ

き
質
問
答
弁
を
含
め
55
分

以
内
で
完
了
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
再
質
問
か

ら
は
、
一
問
一
答
方
式
が

採
用
さ
れ
て
お
り
、
時
間

内
で
あ
れ
ば
何
度
で
も
再

質
問
が
で
き
ま
す
。

町政を質す！！
ただ

３人の議員が一般質問

ここが聞
きたい

一般質問では３名の議員が町政について質問しました。

ｐ７　笠原　吉範　議員
１　「ウィズコロナ」の対応について

２　「スポ少」体育館使用時の暖房につい
　て

ｐ８　山本　優人　議員
１　ハタハタ館指定管理について

体育館で運動する小学生

町
長
は
各
種

会
合
等
の
挨

拶
に
お
い
て
、
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
に
舵
を
切
る
必
要
性

を
訴
え
て
い
る
。

　
警
戒
レ
ベ
ル
を
２
か
ら

１
に
引
き
下
げ
た
県
の
方

針
に
習
い
、
能
代
市
で
は

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た

会
食
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

な
ど
、
コ
ロ
ナ
注
意
喚
起

内
容
の
緩
和
を
決
定
し
た
。

　
し
か
し
、
八
峰
町
で
は

具
体
的
な
方
針
が
示
さ
れ

な
い
た
め
、
各
種
会
合
後

の
会
食
も
自
粛
さ
れ
、
町

民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
不
足
や
経
済
活
動

に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。

　
能
代
市
の
よ
う
に
、
町

民
に
対
し
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ笠原　吉範　議員

笠
原 ウ

ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の

　
　
　
　
　
　方
針
示
せ

町
長
　来
月
の
広
報
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　示し
た
い

ス
ポ
少
の
冬

期
間
の
練
習

時
に
、
冬
に
も
拘
ら
ず
暖

房
が
使
用
で
き
な
い
と
の

訴
え
が
あ
っ
た
。
保
護
者

会
か
ら
の
要
望
に
答
え
ら

れ
な
い
こ
れ
ま
で
の
経
緯

は
。
ま
た
今
冬
か
ら
暖
房

使
用
を
許
可
す
る
考
え
は
。

笠
原

「
ス
ポ
少
」
体
育
館
に

　
　
　
　
　
　
　暖
房
を

教
育
長
　管
理
者
不
在
で
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　　難
し
い

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
・
換
気
・
長
時
間
の
飲

食
回
避
な
ど
に
加
え
、
多

人
数
の
場
合
で
も
５
か
ら

６
人
に
分
け
る
な
ど
の
工

夫
が
必
要
だ
。

　
町
と
し
て
は
、
国
や
県

と
同
じ
く
経
済
活
動
を
再

開
さ
せ
る
時
期
に
あ
る
と

思
う
が
、
最
終
的
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
関
係
者
が
判
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
旨
を
来
月
の
広
報
に

載
せ
た
い
。

等
で
説
明
し
て
お
り
、
理

解
が
得
ら
れ
て
い
る
と
思

っ
て
い
る
。

　
基
本
的
に
冬
期
間
の
集

会
や
卒
業
式
だ
け
で
使
用

し
て
お
り
、
普
段
の
体
育

の
授
業
で
は
使
用
し
て
い

な
い
。

保
護
者
会
か

ら
話
し
合
い

の
要
望
が
あ
れ
ば
、
応
ず

る
考
え
は
。

要
望
が
あ

れ
ば
、
話

し
合
い
を
す
る
機
会
を
設

け
た
い
。

の
具
体
的
な
方
針
を
示
す

考
え
は
。

感
染
防
止
対

策
や
ワ
ク
チ

ン
接
種
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
が
進

化
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
不
特
定
多
数
で
は
な

く
顔
の
見
え
る
方
々
の
集

ま
り
で
あ
れ
ば
、
動
き
出

す
時
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

　
会
食
に
つ
い
て
は
、
手

指
消
毒
・
マ
ス
ク
会
食
・

町
長

笠
原

ｐ９　見上　政子　議員
１　学校給食の無償化について

２　利便性のよい巡回バスと介護タクシー
　について

３　町民に愛されるハタハタ館

教
育
長

教
育
長
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利
用
状
況
を
見
て
利
用
者

が
支
払
う
料
金
の
助
成
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

介
護
タ
ク
シ

ー
確
保
の
た

め
に
援
助
を
考
え
な
い
か
。

も
う
一
台
介

護
タ
ク
シ
ー

の
申
請
が
あ
る
と
聞
く
。

運
行
は
ア
ン

ケ
ー
ト
で
回

答
の
多
い
５
点
を
優
先
し

た
。
能
代
ま
で
の
運
行
は

「
能
代
市
地
域
公
共
交
通

会
議
」
が
あ
り
、
利
害
関

係
者
が
能
代
市
に
限
ら
れ

る
た
め
八
峰
町
は
参
加
で

き
な
い
。
町
内
運
行
し
か

で
き
な
い
。

学
校
給
食
は

食
育
の
一
環

で
あ
り
、
義
務
教
育
は
無

償
で
あ
る
。
学
校
給
食
は

教
育
と
考
え
る
か
。

食
育
も
教

育
の
大
事

な
部
分
を
占
め
て
い
る
が
、

給
食
の
無
償
化
と
繋
が
ら

な
い
。
給
食
費
を
親
が
一

部
負
担
す
る
こ
と
で
、
食

育
に
対
す
る
親
や
子
供
の

意
識
が
向
上
す
る
。

給
食
費
半
額

負
担
と
は
い

え
、
小
学
生
と
中
学
生
の

い
る
家
庭
で
は
月
６
，
０

０
０
円
か
か
る
。
国
の
臨

時
交
付
金
は
給
食
費
を
値

上
げ
し
な
い
よ
う
活
用
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

い
ろ
ん
な

形
の
交
付

金
の
活
用
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

秋
北
バ
ス
が

岩
館
か
ら
一

日
３
便
毎
日
運
行
し
た
頃

と
比
べ
不
便
に
な
っ
た
と

い
う
声
が
あ
る
が
、
そ
の

声
を
組
み
入
れ
て
、
で
き

る
だ
け
便
利
を
実
感
で
き

る
も
の
に
し
な
い
か
。
不

便
の
一
番
は
「
道
の
駅
」

の
乗
り
換
え
で
あ
る
。
巡

回
バ
ス
が
能
代
ま
で
運
行

で
き
な
い
の
か
。

ハ
タ
ハ
タ
館

は
町
民
に
必

要
な
温
泉
施
設
で
あ
る
。

し
か
し
、
観
光
主
体
に
な

り
町
民
の
利
用
離
れ
が
始

ま
っ
た
。
赤
字
の
原
因
は

ホ
テ
ル
化
し
た
施
設
運
営

を
素
人
集
団
が
行
っ
て
き

た
か
ら
で
は
な
い
か
。
体

験
セ
ン
タ
ー
、
産
直
ぶ
り

こ
と
競
合
す
る
部
分
は
廃

止
し
、
入
湯
客
の
呼
び
込

み
に
力
を
入
れ
ス
リ
ム
な

ハ
タ
ハ
タ
館
に
し
な
い
か
。

湯
っ
こ
ラ
ン
ド
利
用
者
向

け
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
休

憩
所
を
造
り
、
家
族
割
・

高
齢
者
割
料
金
で
バ
ス
の

送
迎
を
し
な
い
か
。

「
御
所
の
台

エ
リ
ア
再
構

築
構
想
」
で
各
施
設
の
役

割
を
整
理
し
エ
リ
ア
全
体

の
再
構
築
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。
家
族
割
・

高
齢
者
割
・
バ
ス
の
送
迎

は
実
現
可
能
か
を
ハ
タ
ハ

タ
の
里
観
光
事
業
株
式
会

社
と
協
議
す
る
。

見
上

見
上

町
長

町
長

め
る
こ
と
が
、
町
が
財
政

支
援
す
る
理
由
と
な
る
。

営
業
努
力
が

足
り
な
い
と

言
わ
れ
る
が
、
営
業
努
力

に
関
す
る
部
分
と
、
コ
ロ

ナ
禍
で
や
む
を
得
な
い
部

分
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等

で
資
材
高
騰
と
か
燃
油
高

騰
な
ど
、
自
己
努
力
だ
け

で
は
解
消
さ
れ
な
い
要
素

が
多
い
。

ハ
タ
ハ
タ
館

の
経
営
状
況

は
、
長
年
経
営
苦
境
に
喘

い
で
い
る
中
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
影
響
で
収
支
悪
化

し
、
累
積
欠
損
金
１
億
円

で
９
，
５
０
０
万
円
の
自

己
資
本
が
マ
イ
ナ
ス
と
な

っ
た
。

　
損
失
が
出
て
も
町
が
ど

う
に
か
し
て
く
れ
る
と
思

っ
て
お
り
、
事
業
も
資
金

も
全
て
に
お
い
て
責
任
が

不
明
確
だ
。
最
悪
な
の
は

結
局
失
敗
し
て
も
再
建
計

画
も
ま
た
別
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
依
頼
す
る
、
そ

し
て
潰
し
て
は
い
け
な
い
、

潰
す
と
大
変
だ
と
い
っ
た

話
で
町
が
だ
ら
だ
ら
と
救

済
策
を
講
じ
続
け
る
こ
と

だ
。
こ
う
し
た
場
合
潰
し

て
終
わ
り
に
な
ら
ず
、
む

し
ろ
潰
れ
か
か
っ
て
か
ら

の
支
援
の
方
が
高
く
付
き
、

正
に
今
の
状
態
で
あ
る
。

管
理
委
託
の
状
況
は
。

取
締
役
会
は
、

地
元
企
業
の

代
表
者
で
構
成
さ
れ
無
報

酬
で
勤
め
運
営
を
し
て
い

る
。
取
締
役
の
意
見
と
し

て
「
仕
入
れ
額
削
減
の
た

め
の
漁
協
の
活
用
」
や

「
部
門
別
売
上
目
標
の
設

定
」
、
「
リ
ゾ
ー
ト
し
ら

か
み
で
の
車
内
販
売
」
の

検
討
、
「
宴
会
メ
ニ
ュ
ー

へ
の
要
望
」
等
が
あ
る
。

今
後
の
改
善
計
画
の
内
容

は
、
令
和
４
年
度
の
営
業

方
針
に
も
あ
る
売
上
向
上

施
策
の
推
進
を
求
め
て
行

く
。

国
、
県
等
の

財
政
支
援
と

指
定
管
理
料
の
見
直
し
を

求
め
る
前
に
、
町
民
に

「
年
に
２
、
３
回
で
も
い

い
か
ら
ハ
タ
ハ
タ
館
の
風

呂
に
来
て
下
さ
い
」
、
地

元
の
企
業
に
「
小
宴
会
の

時
も
利
用
し
て
下
さ
い
」

と
頭
を
下
げ
る
等
、
ハ
タ

ハ
タ
館
救
済
の
機
運
を
高

山本　優人　議員

山
本

町
長

山
本

町
長

ハ
タ
ハ
タ
館
の

　
　
　運
営
体
制
に
不
安

町
長
　現
体
制
で

　
　
　
　
　
　
　再生
を
試
み
る見上　政子　議員

見
上

見
上

町
長

見
上

学
校
給
食
の
無
償
化
を

教
育
長
　半
額
負
担
を
継
続

町
民
に
愛
さ
れ
る

　
　
　
　ハ
タ
ハ
タ
館
に

町
長
　エ
リ
ア
全
体
の

　
　
　
　
　
　
　
再
構
築
を
図
る

巡
回
バ
ス
市
内

　乗
り
入
れ
で
き
な
い
か

町
長
　利
害
関
係
あ
り
困
難

ハ
タ
ハ
タ
館

を
自
慢
し
た

い
と
い
う
の
は
町
民
の
願

い
だ
と
思
う
。
そ
れ
が
経

営
不
安
で
運
営
で
き
な
い

な
ら
ハ
タ
ハ
タ
観
光
株
式

会
社
で
な
く
て
も
い
い
。

３
，
０
０
０
万
円
も
支
援

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
公
募

し
て
業
務
提
携
や
委
託
先

変
更
の
方
法
も
あ
る
。

山
本

コ
ロ
ナ
禍
等

の
中
で
、
燃

油
代
、
電
気
料
等
会
社
側

の
責
任
で
対
応
で
き
な
い

分
が
あ
る
た
め
指
定
管
理

料
の
増
額
を
お
願
い
し
て

い
る
。
ハ
タ
ハ
タ
の
里
観

光
事
業
（
株
）
の
手
で
再

生
さ
せ
た
い
。
　

町
長

教
育
長

教
育
長

ハタハタ館のレストラン

中学校の給食
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利
用
状
況
を
見
て
利
用
者

が
支
払
う
料
金
の
助
成
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

介
護
タ
ク
シ

ー
確
保
の
た

め
に
援
助
を
考
え
な
い
か
。

も
う
一
台
介

護
タ
ク
シ
ー

の
申
請
が
あ
る
と
聞
く
。

運
行
は
ア
ン

ケ
ー
ト
で
回

答
の
多
い
５
点
を
優
先
し

た
。
能
代
ま
で
の
運
行
は

「
能
代
市
地
域
公
共
交
通

会
議
」
が
あ
り
、
利
害
関

係
者
が
能
代
市
に
限
ら
れ

る
た
め
八
峰
町
は
参
加
で

き
な
い
。
町
内
運
行
し
か

で
き
な
い
。

学
校
給
食
は

食
育
の
一
環

で
あ
り
、
義
務
教
育
は
無

償
で
あ
る
。
学
校
給
食
は

教
育
と
考
え
る
か
。

食
育
も
教

育
の
大
事

な
部
分
を
占
め
て
い
る
が
、

給
食
の
無
償
化
と
繋
が
ら

な
い
。
給
食
費
を
親
が
一

部
負
担
す
る
こ
と
で
、
食

育
に
対
す
る
親
や
子
供
の

意
識
が
向
上
す
る
。

給
食
費
半
額

負
担
と
は
い

え
、
小
学
生
と
中
学
生
の

い
る
家
庭
で
は
月
６
，
０

０
０
円
か
か
る
。
国
の
臨

時
交
付
金
は
給
食
費
を
値

上
げ
し
な
い
よ
う
活
用
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

い
ろ
ん
な

形
の
交
付

金
の
活
用
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

秋
北
バ
ス
が

岩
館
か
ら
一

日
３
便
毎
日
運
行
し
た
頃

と
比
べ
不
便
に
な
っ
た
と

い
う
声
が
あ
る
が
、
そ
の

声
を
組
み
入
れ
て
、
で
き

る
だ
け
便
利
を
実
感
で
き

る
も
の
に
し
な
い
か
。
不

便
の
一
番
は
「
道
の
駅
」

の
乗
り
換
え
で
あ
る
。
巡

回
バ
ス
が
能
代
ま
で
運
行

で
き
な
い
の
か
。

ハ
タ
ハ
タ
館

は
町
民
に
必

要
な
温
泉
施
設
で
あ
る
。

し
か
し
、
観
光
主
体
に
な

り
町
民
の
利
用
離
れ
が
始

ま
っ
た
。
赤
字
の
原
因
は

ホ
テ
ル
化
し
た
施
設
運
営

を
素
人
集
団
が
行
っ
て
き

た
か
ら
で
は
な
い
か
。
体

験
セ
ン
タ
ー
、
産
直
ぶ
り

こ
と
競
合
す
る
部
分
は
廃

止
し
、
入
湯
客
の
呼
び
込

み
に
力
を
入
れ
ス
リ
ム
な

ハ
タ
ハ
タ
館
に
し
な
い
か
。

湯
っ
こ
ラ
ン
ド
利
用
者
向

け
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
休

憩
所
を
造
り
、
家
族
割
・

高
齢
者
割
料
金
で
バ
ス
の

送
迎
を
し
な
い
か
。

「
御
所
の
台

エ
リ
ア
再
構

築
構
想
」
で
各
施
設
の
役

割
を
整
理
し
エ
リ
ア
全
体

の
再
構
築
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。
家
族
割
・

高
齢
者
割
・
バ
ス
の
送
迎

は
実
現
可
能
か
を
ハ
タ
ハ

タ
の
里
観
光
事
業
株
式
会

社
と
協
議
す
る
。

見
上

見
上

町
長

町
長

め
る
こ
と
が
、
町
が
財
政

支
援
す
る
理
由
と
な
る
。

営
業
努
力
が

足
り
な
い
と

言
わ
れ
る
が
、
営
業
努
力

に
関
す
る
部
分
と
、
コ
ロ

ナ
禍
で
や
む
を
得
な
い
部

分
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等

で
資
材
高
騰
と
か
燃
油
高

騰
な
ど
、
自
己
努
力
だ
け

で
は
解
消
さ
れ
な
い
要
素

が
多
い
。

ハ
タ
ハ
タ
館

の
経
営
状
況

は
、
長
年
経
営
苦
境
に
喘

い
で
い
る
中
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
影
響
で
収
支
悪
化

し
、
累
積
欠
損
金
１
億
円

で
９
，
５
０
０
万
円
の
自

己
資
本
が
マ
イ
ナ
ス
と
な

っ
た
。

　
損
失
が
出
て
も
町
が
ど

う
に
か
し
て
く
れ
る
と
思

っ
て
お
り
、
事
業
も
資
金

も
全
て
に
お
い
て
責
任
が

不
明
確
だ
。
最
悪
な
の
は

結
局
失
敗
し
て
も
再
建
計

画
も
ま
た
別
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
依
頼
す
る
、
そ

し
て
潰
し
て
は
い
け
な
い
、

潰
す
と
大
変
だ
と
い
っ
た

話
で
町
が
だ
ら
だ
ら
と
救

済
策
を
講
じ
続
け
る
こ
と

だ
。
こ
う
し
た
場
合
潰
し

て
終
わ
り
に
な
ら
ず
、
む

し
ろ
潰
れ
か
か
っ
て
か
ら

の
支
援
の
方
が
高
く
付
き
、

正
に
今
の
状
態
で
あ
る
。

管
理
委
託
の
状
況
は
。

取
締
役
会
は
、

地
元
企
業
の

代
表
者
で
構
成
さ
れ
無
報

酬
で
勤
め
運
営
を
し
て
い

る
。
取
締
役
の
意
見
と
し

て
「
仕
入
れ
額
削
減
の
た

め
の
漁
協
の
活
用
」
や

「
部
門
別
売
上
目
標
の
設

定
」
、
「
リ
ゾ
ー
ト
し
ら

か
み
で
の
車
内
販
売
」
の

検
討
、
「
宴
会
メ
ニ
ュ
ー

へ
の
要
望
」
等
が
あ
る
。

今
後
の
改
善
計
画
の
内
容

は
、
令
和
４
年
度
の
営
業

方
針
に
も
あ
る
売
上
向
上

施
策
の
推
進
を
求
め
て
行

く
。

国
、
県
等
の

財
政
支
援
と

指
定
管
理
料
の
見
直
し
を

求
め
る
前
に
、
町
民
に

「
年
に
２
、
３
回
で
も
い

い
か
ら
ハ
タ
ハ
タ
館
の
風

呂
に
来
て
下
さ
い
」
、
地

元
の
企
業
に
「
小
宴
会
の

時
も
利
用
し
て
下
さ
い
」

と
頭
を
下
げ
る
等
、
ハ
タ

ハ
タ
館
救
済
の
機
運
を
高

山本　優人　議員

山
本

町
長

山
本

町
長

ハ
タ
ハ
タ
館
の

　
　
　運
営
体
制
に
不
安

町
長
　現
体
制
で

　
　
　
　
　
　
　再生
を
試
み
る見上　政子　議員

見
上

見
上

町
長

見
上

学
校
給
食
の
無
償
化
を

教
育
長
　半
額
負
担
を
継
続

町
民
に
愛
さ
れ
る

　
　
　
　ハ
タ
ハ
タ
館
に

町
長
　エ
リ
ア
全
体
の

　
　
　
　
　
　
　
再
構
築
を
図
る

巡
回
バ
ス
市
内

　乗
り
入
れ
で
き
な
い
か

町
長
　利
害
関
係
あ
り
困
難

ハ
タ
ハ
タ
館

を
自
慢
し
た

い
と
い
う
の
は
町
民
の
願

い
だ
と
思
う
。
そ
れ
が
経

営
不
安
で
運
営
で
き
な
い

な
ら
ハ
タ
ハ
タ
の
里
観
光

事
業
株
式
会
社
で
な
く
て

も
い
い
。
３
，
０
０
０
万

円
も
支
援
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
公
募
し
て
業
務
提
携

や
委
託
先
変
更
の
方
法
も

あ
る
。

山
本

コ
ロ
ナ
禍
等

の
中
で
、
燃

油
代
、
電
気
料
等
会
社
側

の
責
任
で
対
応
で
き
な
い

分
が
あ
る
た
め
指
定
管
理

料
の
増
額
を
お
願
い
し
て

い
る
。
ハ
タ
ハ
タ
の
里
観

光
事
業
株
式
会
社
の
手
で

再
生
さ
せ
た
い
。
　

町
長

教
育
長

教
育
長

ハタハタ館のレストラン

中学校の給食
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意
見
１

意
見
４

意
見
２

回
答

回
答

回
答

回
答

意
見
３

巡
回
バ
ス
に
つ
い
て

　
本
格
運
行
後
の
巡
回
バ
ス
に
つ

い
て
は
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
利
用

状
況
等
を
踏
ま
え
、
柔
軟
に
対
応

し
そ
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
る

こ
と
。

　
巡
回
バ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
の
時
々
の
状
況
や
環
境
に
応
じ
、

柔
軟
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
利
用
者
の
声

を
大
事
に
し
な
が
ら
利
便
性
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　ス
ク
ー
ル
バ
ス
送
迎
運
行

の
見
直
し

　
近
年
、
熊
や
猿
な
ど
の
害
獣
が

住
宅
地
あ
る
い
は
通
学
路
に
出
没

し
て
い
る
ほ
か
、
冬
季
に
は
積
雪

に
よ
る
通
学
路
の
狭
隘
で
通
行
の

危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
児

童
・
生
徒
の
安
全
を
最
優
先
し
た

通
学
と
な
る
よ
う
運
行
の
見
直
し

を
す
る
こ
と
。

　　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
は
、
従
来

の
運
行
形
態
の
見
直
し
を
行
い
乗

車
区
域
を
拡
大
し
た
形
態
で
運
行

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の
必
要
性

に
つ
い
て
は
、
遠
距
離
通
学
を
最

優
先
す
る
考
え
で
実
施
し
て
お
り

ま
す
が
、
昨
今
は
、
異
常
気
象
や

害
獣
出
没
等
か
ら
児
童
生
徒
を
守

る
必
要
性
も
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
有
り
方
に
つ
い

て
様
々
な
角
度
か
ら
再
検
討
の
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　文
化
交
流
施
設（
フ
ァ
ガ
ス
）の

維
持
管
理
計
画
の
検
討

　
経
年
劣
化
と
立
地
位
置
に
よ
る

塩
害
腐
食
に
よ
り
今
後
も
補
修
費

の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
。
施
設
の

長
期
使
用
が
可
能
と
な
る
維
持
・

管
理
計
画
を
検
討
す
る
こ
と
。

　
平
成
８
年
に
完
成
し
築
25
年
の

フ
ァ
ガ
ス
と
昭
和
60
年
に
完
成
し

築
37
年
の
峰
栄
館
は
、
経
年
劣
化

や
塩
害
腐
食
な
ど
に
よ
り
様
々
な

不
具
合
が
生
じ
、
大
規
模
、
中
規

模
、
小
規
模
な
修
繕
が
必
要
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
八
峰
町
の
将
来

的
な
人
口
や
財
政
規
模
等
を
勘
案

す
れ
ば
、
二
つ
の
施
設
を
そ
の
ま

ま
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
で

あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、
今
後
、

二
つ
の
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ま
で
の
間
は
、
雨
漏
り
や

金
属
製
建
具
な
ど
修
繕
で
き
る
も

の
は
修
繕
し
、
ま
た
交
換
部
品
の

調
達
が
困
難
で
修
繕
で
き
な
い
ボ

イ
ラ
ー
装
置
等
に
つ
い
て
は
、
必

要
最
小
限
の
対
応
を
し
な
が
ら
使

え
る
間
は
使
っ
て
い
く
と
い
う
方

針
で
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

学
校
給
食
材
料
費
の

値
上
が
り
の
対
応

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
輸
入
品
の
小

麦
・
原
油
等
の
値
上
が
り
に
伴
い
、

給
食
原
材
料
費
の
負
担
が
増
加
し
、

児
童
生
徒
へ
の
安
心
安
全
な
給
食

の
提
供
が
維
持
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
危
惧
さ
れ
る
。
材
料
費
値
上

が
り
に
対
応
す
る
こ
と
。

　
こ
れ
ま
で
、
物
価
の
高
騰
に
よ

る
食
品
価
格
の
上
昇
に
対
し
、
献

立
の
工
夫
や
、
物
資
選
定
に
お
け

る
食
材
費
の
抑
制
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
学
校
給
食
費
に
つ
き
ま
し
て
は

平
成
14
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま

で
据
え
置
き
し
、
令
和
２
年
度
に

値
上
げ
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
平

成
27
年
度
か
ら
半
額
補
助
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　
国
内
外
の
社
会
情
勢
が
不
安
定

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
依
然
と
し
て

物
価
上
昇
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、

地
元
産
食
材
を
優
先
し
、
可
能
な

限
り
国
産
品
を
使
用
す
る
と
と
も

に
、
栄
養
価
に
配
慮
さ
れ
た
安
全

で
安
心
な
給
食
の
提
供
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

築25年が経過したファガス

改
選
後
の
議
会
人
事
を
決
定

　
詳
し
く
は
２
〜
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
議
会
全
員
協
議
会
か
ら

６
月
１
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
、
１
件
の
協
議
と

２
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
今
回
は
協
議
の
内

容
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
掲
載
し
ま
す
。

　協
議
　
令
和
４
年
度
主
要
事
業

　
①
巡
回
バ
ス
試
行
運
転
事
業

　
町
か
ら
の
説
明

　
巡
回
バ
ス
の
待
合
室
を
設
置
す
る
自
治
会
を
対
象
と

し
た
補
助
事
業
を
行
う
。

議
員
か
ら
町
へ
（
質
疑
・
意
見
）

質
疑
　
自
治
会
が
事
業
主
体
と
な
る
の
か

答
　
自
治
会
が
設
置
し
た
バ
ス
停
に
対
し
、
町
か
ら
費

用
補
助
を
行
う
。

質
疑
　
補
助
率
は
。

答
　
１
０
０
％
を
考
え
て
い
る
が
、
上
限
は
設
定
し
た

い
。②

「
障
が
い
者
等
の
重
度
化
・
高
齢
化
」
や

「
親
亡
き
後
」
に
備
え
る
取
り
組
み
に
つ
い

て

　
町
か
ら
の
説
明

　
（
第
１
目
標
）

　
「
地
域
生
活
支
援
拠
点
」
の
整
備
。

　
障
が
い
児
者
の
方
の
、
障
が
い
の
重
度
化
・
高
齢
化
、

ま
た
ご
家
族
が
亡
く
な
っ
た
後
の
生
活
を
見
据
え
、
地

元
事
業
者
等
と
連
携
し
、
５
つ
の
機
能
（
①
相
談
、
②

緊
急
時
の
受
け
入
れ
・
対
応
、
③
体
験
の
機
会
・
場
の

　７月10日に行われた八森地区の早朝ク
リーンアップでは、沢山の人が海岸の清
掃を行いました。写真は茂浦の海岸です。

提
供
、
③
専
門
的
人
材
の
確
保
・
養
成
、
⑤
地
域
の
体

制
づ
く
り
）
を
整
備
し
、
地
域
全
体
で
支
え
る
サ
ー
ビ

ス
提
供
体
制
を
構
築
す
る
。

　
（
第
２
目
標
）

　
相
談
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
そ
の
中
核
機
関
と

な
る
「
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
。

　
（
第
３
目
標
）

　
緊
急
時
受
け
入
れ
施
設
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
）
の

新
設
。

議
員
か
ら
町
へ
（
質
疑
・
意
見
）

質
疑
　
親
も
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
り
、
親
子
共
に
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
見
守
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
ほ
し
い
。

答
　
社
会
福
祉
協
議
会
の
成
年
後
見
人
制
度
等
、
フ
ォ

ロ
ー
体
制
を
整
え
て
い
く
。

質
疑
　
基
幹
セ
ン
タ
ー
の
開
始
時
期
は
。

答
　
令
和
４
年
10
月
の
開
所
を
目
指
す
。
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
、
高
齢
者
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
窓
口
で
あ
る

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
障
が
い
者
版
。

　③
は
ち
も
り
観
光
市
エ
ア
コ
ン
更
新
事
業

　
町
か
ら
の
説
明

　
現
在
の
エ
ア
コ
ン
は
設
置
か
ら
14
年
が
経
過
し
、
塩

害
に
よ
る
腐
食
が
激
し
い
た
め
更
新
す
る
。
設
計
・
工

事
費
２
２
６
５
万
円
を
６
月
議
会
定
例
会
で
予
算
補
正
。

議
員
か
ら
町
へ
（
質
疑
・
意
見
）

質
疑
　
道
の
駅
移
転
に
伴
う
御
所
の
台
エ
リ
ア
再
構
築

に
よ
る
観
光
市
移
転
の
検
討
は
。

答
　
漁
港
の
近
く
に
あ
る
こ
と
が
観
光
市
の
魅
力
で
あ

り
、
動
か
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。

９月議会定例会お知らせ
会期（予定）　

※開会は10時からの予定です。終了時間は議案数、一般質問者数、進
行等によるため未定です。
※議会では町民の生活に直結した重要な問題が審議されています。ど
なたでも傍聴できますので、お気軽にお越しください。また、団体
での傍聴を希望する場合は議会事務局へご連絡ください。
※マスク等、感染症対策にご協力ください。
議会事務局　ＴＥＬ 0185-76-4607

９月５日（月） 本会議１日目　行政報告、議案審査ほか
９月６日（火） 決算特別委員会
　～13日（火） 令和３年度予算決算特別委員会
９月14日（水） 本会議２日目　一般質問
９月15日（木） 本会議３日目　一般質問　※休会の場合あり
９月16日（金） 決算特別委員会の審査報告、付託議案審議ほか

八森地区海岸クリーンアップ

令
和
４
年
第
３
回
臨
時
会
（
４
月
28
日
）

手すり等が設置された巡回バスの内部

1011 第65号（令和４年７月25日発行）八峰町議会だより第65号（令和４年７月25日発行）八峰町議会だより

適切な予算執行に向けて 適切な予算執行に向けて 適切な予算執行に向けて 
（予算審査付帯意見回答）

　３月定例会で決算特別委員会から、町当局に提出した付帯意見についての回答
です。（※回答は令和４年５月24日現在のもの） 

意
見
１

意
見
４

意
見
２

回
答

回
答

回
答

回
答

意
見
３

巡
回
バ
ス
に
つ
い
て

　
本
格
運
行
後
の
巡
回
バ
ス
に
つ

い
て
は
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
利
用

状
況
等
を
踏
ま
え
、
柔
軟
に
対
応

し
そ
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
る

こ
と
。

　
巡
回
バ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
の
時
々
の
状
況
や
環
境
に
応
じ
、

柔
軟
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
利
用
者
の
声

を
大
事
に
し
な
が
ら
利
便
性
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　ス
ク
ー
ル
バ
ス
送
迎
運
行

の
見
直
し

　
近
年
、
熊
や
猿
な
ど
の
害
獣
が

住
宅
地
あ
る
い
は
通
学
路
に
出
没

し
て
い
る
ほ
か
、
冬
季
に
は
積
雪

に
よ
る
通
学
路
の
狭
隘
で
通
行
の

危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
児

童
・
生
徒
の
安
全
を
最
優
先
し
た

通
学
と
な
る
よ
う
運
行
の
見
直
し

を
す
る
こ
と
。

　　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
は
、
従
来

の
運
行
形
態
の
見
直
し
を
行
い
乗

車
区
域
を
拡
大
し
た
形
態
で
運
行

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の
必
要
性

に
つ
い
て
は
、
遠
距
離
通
学
を
最

優
先
す
る
考
え
で
実
施
し
て
お
り

ま
す
が
、
昨
今
は
、
異
常
気
象
や

害
獣
出
没
等
か
ら
児
童
生
徒
を
守

る
必
要
性
も
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
有
り
方
に
つ
い

て
様
々
な
角
度
か
ら
再
検
討
の
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　文
化
交
流
施
設（
フ
ァ
ガ
ス
）の

維
持
管
理
計
画
の
検
討

　
経
年
劣
化
と
立
地
位
置
に
よ
る

塩
害
腐
食
に
よ
り
今
後
も
補
修
費

の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
。
施
設
の

長
期
使
用
が
可
能
と
な
る
維
持
・

管
理
計
画
を
検
討
す
る
こ
と
。

　
平
成
８
年
に
完
成
し
築
25
年
の

フ
ァ
ガ
ス
と
昭
和
60
年
に
完
成
し

築
37
年
の
峰
栄
館
は
、
経
年
劣
化

や
塩
害
腐
食
な
ど
に
よ
り
様
々
な

不
具
合
が
生
じ
、
大
規
模
、
中
規

模
、
小
規
模
な
修
繕
が
必
要
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
八
峰
町
の
将
来

的
な
人
口
や
財
政
規
模
等
を
勘
案

す
れ
ば
、
二
つ
の
施
設
を
そ
の
ま

ま
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
で

あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、
今
後
、

二
つ
の
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ま
で
の
間
は
、
雨
漏
り
や

金
属
製
建
具
な
ど
修
繕
で
き
る
も

の
は
修
繕
し
、
ま
た
交
換
部
品
の

調
達
が
困
難
で
修
繕
で
き
な
い
ボ

イ
ラ
ー
装
置
等
に
つ
い
て
は
、
必

要
最
小
限
の
対
応
を
し
な
が
ら
使

え
る
間
は
使
っ
て
い
く
と
い
う
方

針
で
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

学
校
給
食
材
料
費
の

値
上
が
り
の
対
応

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
輸
入
品
の
小

麦
・
原
油
等
の
値
上
が
り
に
伴
い
、

給
食
原
材
料
費
の
負
担
が
増
加
し
、

児
童
生
徒
へ
の
安
心
安
全
な
給
食

の
提
供
が
維
持
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
危
惧
さ
れ
る
。
材
料
費
値
上

が
り
に
対
応
す
る
こ
と
。

　
こ
れ
ま
で
、
物
価
の
高
騰
に
よ

る
食
品
価
格
の
上
昇
に
対
し
、
献

立
の
工
夫
や
、
物
資
選
定
に
お
け

る
食
材
費
の
抑
制
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
学
校
給
食
費
に
つ
き
ま
し
て
は

平
成
14
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま

で
据
え
置
き
し
、
令
和
２
年
度
に

値
上
げ
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
平

成
27
年
度
か
ら
半
額
補
助
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　
国
内
外
の
社
会
情
勢
が
不
安
定

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
依
然
と
し
て

物
価
上
昇
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、

地
元
産
食
材
を
優
先
し
、
可
能
な

限
り
国
産
品
を
使
用
す
る
と
と
も

に
、
栄
養
価
に
配
慮
さ
れ
た
安
全

で
安
心
な
給
食
の
提
供
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

築25年が経過したファガス

改
選
後
の
議
会
人
事
を
決
定

　
詳
し
く
は
２
〜
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
議
会
全
員
協
議
会
か
ら

６
月
１
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
、
１
件
の
協
議
と

２
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
今
回
は
協
議
の
内

容
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
掲
載
し
ま
す
。

　協
議
　
令
和
４
年
度
主
要
事
業

　
①
巡
回
バ
ス
試
行
運
転
事
業

　
町
か
ら
の
説
明

　
巡
回
バ
ス
の
待
合
室
を
設
置
す
る
自
治
会
を
対
象
と

し
た
補
助
事
業
を
行
う
。

議
員
か
ら
町
へ
（
質
疑
・
意
見
）

質
疑
　
自
治
会
が
事
業
主
体
と
な
る
の
か

答
　
自
治
会
が
設
置
し
た
バ
ス
停
に
対
し
、
町
か
ら
費

用
補
助
を
行
う
。

質
疑
　
補
助
率
は
。

答
　
１
０
０
％
を
考
え
て
い
る
が
、
上
限
は
設
定
し
た

い
。②

「
障
が
い
者
等
の
重
度
化
・
高
齢
化
」
や

「
親
亡
き
後
」
に
備
え
る
取
り
組
み
に
つ
い

て

　
町
か
ら
の
説
明

　
（
第
１
目
標
）

　
「
地
域
生
活
支
援
拠
点
」
の
整
備
。

　
障
が
い
児
者
の
方
の
、
障
が
い
の
重
度
化
・
高
齢
化
、

ま
た
ご
家
族
が
亡
く
な
っ
た
後
の
生
活
を
見
据
え
、
地

元
事
業
者
等
と
連
携
し
、
５
つ
の
機
能
（
①
相
談
、
②

緊
急
時
の
受
け
入
れ
・
対
応
、
③
体
験
の
機
会
・
場
の

　７月10日に行われた八森地区の早朝ク
リーンアップでは、沢山の人が海岸の清
掃を行いました。写真は茂浦の海岸です。

提
供
、
③
専
門
的
人
材
の
確
保
・
養
成
、
⑤
地
域
の
体

制
づ
く
り
）
を
整
備
し
、
地
域
全
体
で
支
え
る
サ
ー
ビ

ス
提
供
体
制
を
構
築
す
る
。

　
（
第
２
目
標
）

　
相
談
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
そ
の
中
核
機
関
と

な
る
「
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
。

　
（
第
３
目
標
）

　
緊
急
時
受
け
入
れ
施
設
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
）
の

新
設
。

議
員
か
ら
町
へ
（
質
疑
・
意
見
）

質
疑
　
親
も
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
り
、
親
子
共
に
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
見
守
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
ほ
し
い
。

答
　
社
会
福
祉
協
議
会
の
成
年
後
見
人
制
度
等
、
フ
ォ

ロ
ー
体
制
を
整
え
て
い
く
。

質
疑
　
基
幹
セ
ン
タ
ー
の
開
始
時
期
は
。

答
　
令
和
４
年
10
月
の
開
所
を
目
指
す
。
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
、
高
齢
者
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
窓
口
で
あ
る

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
障
が
い
者
版
。
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観
光
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エ
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更
新
事
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か
ら
の
説
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現
在
の
エ
ア
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ン
は
設
置
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ら
14
年
が
経
過
し
、
塩

害
に
よ
る
腐
食
が
激
し
い
た
め
更
新
す
る
。
設
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・
工

事
費
２
２
６
５
万
円
を
６
月
議
会
定
例
会
で
予
算
補
正
。

議
員
か
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町
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（
質
疑
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質
疑
　
道
の
駅
移
転
に
伴
う
御
所
の
台
エ
リ
ア
再
構
築

に
よ
る
観
光
市
移
転
の
検
討
は
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漁
港
の
近
く
に
あ
る
こ
と
が
観
光
市
の
魅
力
で
あ

り
、
動
か
す
べ
き
で
は
な
い
と
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る
。
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